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(57)【要約】
【課題】簡易な構成によりディジタル方式のテレビジョ
ン放送を受信できアナログ方式の場合と同様の操作性を
提供できるようにする。
【解決手段】チューナパック５は、テレビジョン装置１
の制御部２から供給されるアナログ選局信号Ｃ１をアナ
ログ物理チャンネルＣＡに変換し、さらに物理チャンネ
ル変換テーブルＴＣを参照してディジタル物理チャンネ
ルＣＤに変換して、当該ディジタル物理チャンネルＣＤ
に相当する周波数の放送信号を基にディジタルの映像信
号ＤＶ及び音声信号ＤＡをそれぞれ生成し、さらにアナ
ログの映像信号ＳＶ及び音声信号ＳＡに変換して、テレ
ビジョン装置１側へ供給する。これによりテレビジョン
装置１は、アナログのチューナパックが実装されていた
場合と同様に、映像信号ＳＶに基づいた映像及び音声信
号ＳＡに基づいた音声をユーザに視聴させることができ
る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アナログ方式によるテレビジョン放送の選局操作を受け付ける操作受付部と、
　上記選局操作に応じて、上記テレビジョン放送のうちアナログ方式による放送信号が放
送される周波数を特定するためのアナログ特定信号を生成する特定信号生成部と、
　上記特定信号生成部から上記アナログ特定信号を取得する特定信号取得部と、
　上記テレビジョン放送のうちディジタル方式による放送信号が放送される周波数を特定
するディジタル特定信号と上記アナログ特定信号とを放送局ごとに対応付け対応情報とし
て予め記憶する記憶部と、
　上記対応情報を基に、上記アナログ特定信号から上記ディジタル特定信号に変換する特
定信号変換部と、
　上記特定信号変換部により変換された上記ディジタル特定信号により特定される周波数
で放送されるディジタル方式の放送信号を受信し、ディジタル方式による映像符号及び音
声符号を抽出する放送受信部と、
　上記ディジタル方式による映像符号を、アナログ方式のテレビジョン放送から得られる
映像信号と同等のアナログ映像形式でなる映像信号に変換する映像変換部と、
　上記ディジタル方式による音声符号を、アナログ方式のテレビジョン放送から得られる
音声信号と同等のアナログ音声形式でなる音声信号に変換する音声変換部と、
　上記アナログ映像形式の上記映像信号を取得するアナログ映像取得部と、
　上記アナログ音声形式の上記音声信号を取得するアナログ音声取得部と、
　を有する情報処理装置。
【請求項２】
　上記ディジタル方式の放送信号を受信した結果に応じ、上記アナログ方式の放送信号を
受信するテレビジョンチューナにより上記アナログ方式の放送信号を受信した結果に応じ
て生成される通知信号と同等の疑似通知信号を生成する疑似通知信号生成部
　をさらに有し、
　上記特定信号生成部は、
　上記疑似通知信号を、上記アナログ方式の放送信号を受信するテレビジョンチューナか
ら上記通知信号が得られたものと認識して当該通知信号に基づいた処理を実行する
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　上記通知信号は、
　上記アナログ方式の放送信号を受信するテレビジョンチューナにより上記アナログ方式
の放送信号を受信した際に供給すべき同調信号でなり、
　上記疑似通知信号生成部は、
　上記受信部により上記ディジタル方式の放送信号を受信した際、上記同調信号と同等の
疑似同調信号を生成して出力する
　請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　上記アナログ特定信号は、
　上記テレビジョン放送のうちアナログ方式による放送信号が放送されるアナログ周波数
を示す
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　上記アナログ特定信号により示される上記アナログ周波数を解析し、当該アナログ周波
数に対応するアナログ物理チャンネルに変換する解析部
　をさらに有し、
　上記ディジタル特定信号は、
　上記テレビジョン放送のうちディジタル方式による放送信号が放送されるディジタル周
波数に対応するディジタル物理チャンネルを示し、
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　上記対応情報は、
　上記解析部により変換される上記アナログ物理チャンネルと上記ディジタル物理チャン
ネルとが対応付けられている
　請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　上記特定信号生成部は、
　上記アナログ方式の放送信号が放送される周波数帯を特定する周波数帯信号を上記アナ
ログ特定信号と共に生成し、
　上記特定信号取得部は、
　上記アナログ特定信号と共に上記周波数帯信号を取得し、
　上記対応情報は、
　上記放送局ごとに、上記ディジタル特定信号に対し上記周波数帯信号及び上記アナログ
特定信号が組み合わせて対応付けられ、
　上記特定信号変換部は、上記周波数帯信号及び上記アナログ特定信号の組み合わせから
上記ディジタル特定信号に変換する
　請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　上記アナログ特定信号は、
　上記テレビジョン放送のうちアナログ方式による放送信号が放送されるアナログ物理チ
ャンネルを示す
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　上記ディジタル方式のテレビジョン放送に対応したディジタル放送用操作部
　をさらに有する請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　上記記憶部は、
　上記ディジタル放送用操作部を介したユーザの操作により予め上記放送局ごとに指定さ
れた上記ディジタル特定信号を、上記アナログ放送特定信号に対応付けて上記対応情報と
して記憶する
　請求項８に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　上記ディジタル放送用操作部を介したユーザの操作に基づき、上記ディジタル方式の放
送信号に含まれる付加情報を基に付加情報映像を生成する付加情報映像生成部と、
　上記映像信号が表す映像に上記付加情報映像を合成する合成部と
　をさらに有する請求項８に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　上記付加情報映像生成部は、
　字幕を表す字幕符号を映像化した字幕映像を上記付加情報映像として生成する
　請求項１０に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　上記付加情報映像生成部は、
　データ放送コンテンツを表すデータ放送符号を復号化したデータ放送映像を上記付加情
報映像として生成する
　請求項１０に記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　上記ディジタル方式の放送信号からテレビジョン放送番組の案内情報を表すディジタル
番組案内情報を抽出する抽出部と、
　上記ディジタル番組案内情報を、上記アナログ方式の放送信号に含まれ上記テレビジョ
ン放送番組の案内情報を表すアナログ番組案内情報と同等の形式でなる変換番組案内情報
を生成する変換部と、
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　上記変換番組案内情報を上記映像信号に重畳する重畳部と、
　上記映像信号から上記変換番組案内情報を取得する番組案内情報取得部と
　をさらに有する請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項１４】
　テレビジョン放送の選局操作に応じて生成された、上記テレビジョン放送のうちアナロ
グ方式による放送信号が放送される周波数を特定するためのアナログ特定信号を取得する
特定信号取得部と、
　上記テレビジョン放送のうちディジタル方式による放送信号が放送される周波数を特定
するディジタル特定信号と上記アナログ特定信号とを放送局ごとに対応付け対応情報とし
て予め記憶する記憶部と、
　上記対応情報を基に、上記アナログ特定信号から上記ディジタル特定信号に変換する特
定信号変換部と、
　上記特定信号変換部により変換された上記ディジタル特定信号により特定される周波数
で放送されるディジタル方式の放送信号を受信し、ディジタル方式による映像符号及び音
声符号を抽出する放送受信部と、
　上記ディジタル方式による映像符号を、アナログ方式のテレビジョン放送から得られる
映像信号と同等のアナログ映像形式でなる映像信号に変換する映像変換部と、
　上記ディジタル方式による音声符号を、アナログ方式のテレビジョン放送から得られる
音声信号と同等のアナログ音声形式でなる音声信号に変換する音声変換部と
　を有するテレビジョンチューナ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は情報処理装置及びテレビジョンチューナに関し、例えばアナログ方式用のテレ
ビジョン装置を利用してディジタル方式のテレビジョン放送をユーザに視聴させる場合に
適用して好適なものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、アナログ方式に対応したテレビジョン装置においては、アナログ方式のテレビジ
ョン放送における放送信号を受信し、当該放送信号に基づいた映像及び音声をユーザに視
聴させるようになされたものが広く普及している。
【０００３】
　このテレビジョン装置では、放送信号に対し所定の復調処理等を施すことによりアナロ
グの映像信号及び音声信号を生成し、当該映像信号をブラウン管等の表示部へ供給して映
像を表示し、また当該音声信号を増幅してスピーカから音声として出力する。
【０００４】
　ところで近年では、映像の高精細化、音声の高音質化、番組等に関連するサービスの提
供及び周波数帯域の有効利用等の観点から、ディジタル方式のテレビジョン放送が開始さ
れている。
【０００５】
　ディジタル方式のテレビジョン放送信号（以下ディジタル放送信号と呼ぶ）は、ディジ
タル方式のテレビジョンチューナ（以下ディジタルチューナと呼ぶ）により受信すること
ができる。しかしながらアナログ方式のテレビジョンチューナ（以下アナログチューナと
呼ぶ）では、ディジタル放送信号を受信することができない。
【０００６】
　そこで、例えば各放送チャンネルについてディジタル放送信号をアナログ方式のテレビ
ジョン放送信号（以下アナログ放送信号と呼ぶ）に変換し、これをアナログチューナを搭
載したテレビジョン装置へ供給する手法が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００７】
　この手法では、アナログチューナを搭載したテレビジョン装置が、変換後のアナログ放
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送信号を取得することにより、ディジタル放送信号から抽出された映像や音声を視聴させ
ることができる。以下、これを第１の手法と呼ぶ。
【０００８】
　また、第１の手法の他に、ディジタルチューナを搭載したテレビジョン放送受信装置（
いわゆるＳＴＢ（Set Top Box））を併用し、テレビジョン装置をいわゆるモニタ装置と
同様に利用する手法も考えられる。以下、これを第２の手法と呼ぶ。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】実用新案登録第３１１９７４５号公報（第２図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら第１の手法では、ディジタル放送信号をアナログ放送信号に変換する変換
装置において、放送チャンネルの数だけディジタルチューナやアナログＲＦ回路等が必要
となるため、構成が大規模なものとなりコスト等も高くなる。
【００１１】
　また第２の手法では、ディジタルチューナの数は１個で済むものの、一般にテレビジョ
ン装置の付属品とは異なるリモートコントローラにより、当該テレビジョン装置とは異な
る操作体系に従った操作をする必要があり、ユーザに不便を強いることになる。
【００１２】
　このように従来の手法では、アナログチューナを搭載したテレビジョン装置によりディ
ジタル放送を視聴することはできるものの、構成が大規模化するおそれや、ユーザに不便
を強いるおそれがある、という問題があった。
【００１３】
　本発明は以上の点を考慮してなされたもので、簡易な構成によりディジタル方式のテレ
ビジョン放送を受信できアナログ方式の場合と同様の操作性を提供できる情報処理装置及
びテレビジョンチューナを提案しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　かかる課題を解決するため本発明の情報処理装置においては、テレビジョン放送の選局
操作を受け付ける操作受付部と、選局操作に応じて、テレビジョン放送のうちアナログ方
式による放送信号が放送される周波数を特定するためのアナログ特定信号を生成する特定
信号生成部と、特定信号生成部からアナログ特定信号を取得する特定信号取得部と、テレ
ビジョン放送のうちディジタル方式による放送信号が放送される周波数を特定するディジ
タル特定信号とアナログ特定信号とを放送局ごとに対応付け対応情報として予め記憶する
記憶部と、対応情報を基に、アナログ特定信号からディジタル特定信号に変換する特定信
号変換部と、特定信号変換部により変換されたディジタル特定信号により特定される周波
数で放送されるディジタル方式の放送信号を受信し、ディジタル方式による映像符号及び
音声符号を抽出する放送受信部と、ディジタル方式による映像符号を、アナログ方式のテ
レビジョン放送から得られる映像信号と同等のアナログ映像形式でなる映像信号に変換す
る映像変換部と、ディジタル方式による音声符号を、アナログ方式のテレビジョン放送か
ら得られる音声信号と同等のアナログ音声形式でなる音声信号に変換する音声変換部と、
アナログ映像形式の映像信号を取得するアナログ映像取得部と、アナログ音声形式の音声
信号を取得するアナログ音声取得部とを設けるようにした。
【００１５】
　これにより本発明の情報処理装置は、選局操作に基づいたアナログ特定信号を、当該ア
ナログ特定信号が特定する放送局と同一の放送局を特定するディジタル特定信号に変換し
た上で、ディジタル方式の放送信号を受信することができる。さらに情報処理装置は、受
信したディジタル方式の放送信号から得られた映像符号及び音声符号に基づいた映像及び
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音声を、アナログ放送を受信したときに得られる映像信号及び音声信号と同等の形式に変
換することができる。
【００１６】
　また本発明のテレビジョンチューナにおいては、テレビジョン放送の選局操作に応じて
生成された、テレビジョン放送のうちアナログ方式による放送信号が放送される周波数を
特定するためのアナログ特定信号を取得する特定信号取得部と、テレビジョン放送のうち
ディジタル方式による放送信号が放送される周波数を特定するディジタル特定信号とアナ
ログ特定信号とを放送局ごとに対応付け対応情報として予め記憶する記憶部と、対応情報
を基に、アナログ特定信号からディジタル特定信号に変換する特定信号変換部と、特定信
号変換部により変換されたディジタル特定信号により特定される周波数で放送されるディ
ジタル方式の放送信号を受信し、ディジタル方式による映像符号及び音声符号を抽出する
放送受信部と、ディジタル方式による映像符号を、アナログ方式のテレビジョン放送から
得られる映像信号と同等のアナログ映像形式でなる映像信号に変換する映像変換部と、デ
ィジタル方式による音声符号を、アナログ方式のテレビジョン放送から得られる音声信号
と同等のアナログ音声形式でなる音声信号に変換する音声変換部とを設けるようにした。
【００１７】
　これにより本発明のテレビジョンチューナは、ア局操作に基づいたアナログ特定信号を
、当該アナログ特定信号が特定する放送局と同一の放送局を特定するディジタル特定信号
に変換した上で、ディジタル方式の放送信号を受信することができる。さらにテレビジョ
ンチューナは、受信したディジタル方式の放送信号から得られた映像符号及び音声符号に
基づいた映像及び音声を、アナログ放送を受信したときに得られる映像信号及び音声信号
と同等の形式に変換することができる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、局操作に基づいたアナログ特定信号を、当該アナログ特定信号が特定
する放送局と同一の放送局を特定するディジタル特定信号に変換した上で、ディジタル方
式の放送信号を受信することができる。さらに本発明によれば、受信したディジタル方式
の放送信号から得られた映像符号及び音声符号に基づいた映像及び音声を、アナログ放送
を受信したときに得られる映像信号及び音声信号と同等の形式に変換することができる。
かくして本発明は、簡易な構成によりディジタル方式のテレビジョン放送を受信できアナ
ログ方式の場合と同様の操作性を提供できる情報処理装置及びテレビジョンチューナを実
現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】テレビジョン装置の全体構成を示す略線図である。
【図２】チューナパックの構成を示す略線図である。
【図３】物理チャンネル変換テーブルを示す略線図である。
【図４】選局処理シーケンスを示す略線図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、発明を実施するための形態（以下実施の形態とする）について、図面を用いて説
明する。なお、説明は以下の順序で行う。
　１．実施の形態（テレビジョン装置）
　２．他の実施の形態
【００２１】
＜１．実施の形態＞
［１－１．テレビジョン装置の構成］
　図１に示すように、テレビジョン装置１は、制御部２の制御により、全体としてテレビ
ジョン放送を受信し、当該テレビジョン放送の映像及び音声をユーザに視聴させ得るよう
になされている。
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【００２２】
　テレビジョン装置１は、本来、アナログ方式のテレビジョン放送を受信し得るようにな
されている。これに応じてリモートコントローラ３は、アナログ方式のテレビジョン放送
チャンネル（以下これをアナログ放送チャンネルと呼ぶ）を選局する選局ボタンや音量を
制御する音量ボタン等が設けられている。
【００２３】
　リモートコントローラ３は、ユーザによる各ボタンの押下操作に応じて、変調された赤
外線信号を送信する。
【００２４】
　受光部４は、リモートコントローラ３からの赤外線信号を受光し、電気信号でなる受光
信号に変換して制御部２へ供給する。制御部２は、受光信号を基に制御命令に変換し、当
該制御命令に応じた処理を実行する。
【００２５】
　例えば制御命令が放送チャンネルを選局する選局命令であった場合、制御部２は、当該
放送チャンネルに応じた周波数を示すアナログ特定信号としてのアナログ選局信号Ｃ１を
生成し、これをチューナパック５へ供給する。
【００２６】
　チューナパック５は、アンテナ６により放送波を受信して得られた放送信号を基に、ア
ナログ選局信号Ｃ１が示す周波数で放送されているテレビジョン放送の受信処理を行う（
詳しくは後述する）。
【００２７】
　さらにチューナパック５は、受信した放送信号を基にアナログの映像信号ＳＶ及びアナ
ログの音声信号ＳＡをそれぞれ生成し、当該映像信号ＳＶを映像処理部７へ供給すると共
に当該音声信号ＳＡをアンプ９へ供給する。
【００２８】
　因みに映像信号ＳＶは、例えばＮＴＳＣ（National Television Standards Committee
）方式の映像信号となっている。また音声信号ＳＡは、左チャンネルの左音声信号ＳＡＬ
及び右チャンネルの右音声信号ＳＡＲが組み合わされた、左右２チャンネル分の音声信号
となっている。
【００２９】
　映像処理部７は、映像信号ＳＶに所定の映像処理を施して表示部８へ供給する。表示部
８は、例えばブラウン管等及び表示制御回路等により構成されており、映像信号ＳＶに基
づいた映像を表示する。
【００３０】
　アンプ９は、音声信号ＳＡの左音声信号ＳＡＬ及び右音声信号ＳＡＲをそれぞれ増幅し
て左スピーカ１０Ｌ及び右スピーカ１０Ｒへ供給することにより、音声信号ＳＡに基づい
た音声を出力する。
【００３１】
　因みにテレビジョン装置１では、プリント配線基板でなる基板１１に制御部２、受光部
４、チューナパック５及びアンプ９等の各種電子部品が実装されている。
【００３２】
　また番組ガイドデータ取得部１５は、映像信号ＳＶに重畳されている番組ガイドデータ
を抽出し、これを記憶する。制御部２は、ユーザから番組表の表示命令を受けた場合、番
組ガイドデータ取得部１５内に記憶している番組ガイドデータを基に、例えば放送チャン
ネル及び時刻に従い各番組の情報を表形式に配列した番組表を映像処理部７により生成さ
せる。その後制御部２は、当該番組表を表示部８に表示させるようになされている。
【００３３】
　このようにテレビジョン装置１は、ユーザに指定されたアナログ放送チャンネルに応じ
たアナログ選局信号Ｃ１をチューナパック５へ供給することによりテレビジョン放送を受
信し、その映像及び音声をユーザに視聴させ得るようになされている。
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【００３４】
［１－２．チューナパックの構成］
　ところでテレビジョン装置１は、本来アナログ方式のテレビジョン放送に対応したチュ
ーナパックが実装されていたものの、ディジタル方式のテレビジョン放送に対応したチュ
ーナパック５に換装されている。
【００３５】
　チューナパック５は、図２に示すようにディジタル方式のテレビジョン放送に対応した
回路構成となっており、選局制御部２１により全体を統括制御するようになされている。
【００３６】
　因みにチューナパック５は、テレビジョン装置１に特化されたピン配置とはなっておら
ず、基板１１（図１）に直接実装され得ない。そこでチューナパック５は、基板１１にお
ける配線パターン等に合わせてピン端子の配置を変換するピン端子変換アダプタ１２を介
して、当該基板１１に実装されている。
【００３７】
［１－２－１．ディジタル物理チャンネルへの変換］
　ところでテレビジョン放送では、テレビジョン装置の普及台数等の観点から、アナログ
方式からディジタル方式へ一斉に切り替えることが事実上困難であるため、両方式の併用
期間を設けて徐々に移行することが考えられている。
【００３８】
　具体的にテレビジョン放送では、アナログ方式とディジタル方式とで放送される周波数
（いわゆるチャンネル）を相違させている。各放送局は、アナログ方式とほぼ同一の番組
をディジタル方式で放送している。
【００３９】
　例えば東京地方では、図３（Ａ）に示すように、地上波におけるＮＨＫ総合放送が、ア
ナログ方式ではＶＨＦ（Very High Frequency）１チャンネル（ｃｈ）で放送され、ディ
ジタル方式ではＵＨＦ（Ultra High Frequency）２７チャンネルで放送されている。
【００４０】
　以下、ある放送局についてのアナログ方式の物理チャンネル及びディジタル方式の物理
チャンネルを、それぞれアナログ物理チャンネルＣＡ及びディジタル物理チャンネルＣＤ
と呼ぶ。
【００４１】
　因みにディジタル方式では、物理チャンネルとは別に表示チャンネルも規定されており
、例えばディジタル物理チャンネルのＵＨＦ２７チャンネルと対応する表示チャンネルが
「０１１」となっている。
【００４２】
　一方、チューナパック５は、リモートコントローラ３とは別に、拡張リモートコントロ
ーラ１３による操作を受け付け得るようになされている。この拡張リモートコントローラ
１３には、ディジタル放送用の操作ボタンやデータ放送に対応した操作ボタン等、アナロ
グ方式のテレビジョン放送では提供されていなかった種々のサービスに対応した操作ボタ
ンが設けられている。また拡張リモートコントローラ１３は、リモートコントローラ３と
同様、押下されたボタンに応じて所定の変調処理を施した赤外線信号を送信するようにな
されている。
【００４３】
　この拡張リモートコントローラ１３と対応すべく、チューナパック５には、拡張受光部
１４が接続されている。拡張受光部１４は、拡張リモートコントローラ１３からの赤外線
信号を受光し、これを電気信号に変換してチューナパック５の拡張信号処理部２２へ供給
する。
【００４４】
　拡張信号処理部２２は、拡張受光部１４から供給される電気信号を解析することにより
、拡張リモートコントローラ１３においていずれの操作ボタンが押下されたかを判別し、
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その判別結果に基づいて操作信号を生成して選局制御部２１へ供給する。
【００４５】
　選局制御部２１は、操作信号に従った処理を実行するようになされている。例えば選局
制御部２１は、所定の初期設定処理を指示する操作信号を受け付けた場合、後述するメニ
ュー画面を表示部８に表示させながら、初期設定処理を行う。
【００４６】
　選局制御部２１は、この初期設定処理において、ユーザの操作に従い、各放送局のアナ
ログ物理チャンネルＣＡに対し当該放送局のディジタル物理チャンネルＣＤを対応付けて
登録するようになされている。
【００４７】
　このとき選局制御部２１は、アナログ物理チャンネルＣＡとディジタル物理チャンネル
ＣＤとを対応付けた物理チャンネル変換テーブルＴＣを生成し、これを不揮発性メモリ２
３に記憶させる。この結果物理チャンネル変換テーブルＴＣは、図３（Ａ）に示したよう
に、アナログ物理チャンネルＣＡとディジタル物理チャンネルＣＤとが対応付けられて格
納される。因みに物理チャンネル変換テーブルＴＣには、表示チャンネルも格納されるよ
うになされている。
【００４８】
　一方、テレビジョン装置１（図１）の制御部２は、あくまでチューナパック５がアナロ
グ方式に対応したものであると認識している。このため制御部２は、アナログ方式で放送
される周波数（以下これをアナログ周波数と呼ぶ）を示すアナログ選局信号Ｃ１を当該チ
ューナパック５へ供給する。
【００４９】
　チューナパック５は、制御部２から供給されるアナログ選局信号Ｃ１を選局信号解析部
２４へ供給する。選局信号解析部２４は、アナログ選局信号Ｃ１を基にいずれのアナログ
周波数が指示されているかを解析した上で、アナログ周波数をアナログ物理チャンネルＣ
Ａに変換して、当該アナログ物理チャンネルを物理チャンネル変換部２５へ供給する。
【００５０】
　因みに選局信号解析部２４は、アナログ周波数とアナログ物理チャンネルＣＡとを対応
付けたアナログチャンネルテーブルＴＡを内部に記憶している。実際に選局信号解析部２
４は、当該アナログチャンネルテーブルＴＡを参照してアナログ周波数をアナログ物理チ
ャンネルＣＡに変換するようになされている。
【００５１】
　物理チャンネル変換部２５は、不揮発性メモリ２３に記憶されている物理チャンネル変
換テーブルＴＣを参照することにより、アナログ物理チャンネルＣＡをディジタル物理チ
ャンネルＣＤに変換し、これを選局制御部２１へ供給する。
【００５２】
　このようにチューナパック５では、制御部２から供給されるアナログ選局信号Ｃ１を基
に、当該アナログ選局信号Ｃ１が示す放送局からディジタル方式でテレビジョン放送が放
送されるディジタル物理チャンネルＣＤに変換するようになされている。
【００５３】
［１－２－２．ディジタルテレビジョン放送の受信］
　続いて選局制御部２１は、選局信号解析部２４から供給されるディジタル物理チャンネ
ルＣＤを基に、チューナパック５内の各回路を制御する。
【００５４】
　分配器３１は、アンテナ入力端子Ｔ１を介して入力された放送信号を分配し、その一部
をディジタルチューナ３２へ供給すると共に、残りをアンテナ出力端子Ｔ２へ供給する。
【００５５】
　因みにアンテナ出力端子Ｔ２は、例えばビデオレコーダ等のように、テレビジョン放送
の放送信号を受信し得る他の機器と接続されるようになされている。
【００５６】
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　ディジタルチューナ３２は、供給された放送信号のうち、選局制御部２１から供給され
るディジタル物理チャンネルＣＤに相当する周波数の部分を抽出し、所定の復調処理やス
クランブル解除処理等を施すことにより、トランスポートストリームＴＳを生成する。
【００５７】
　トランスポートストリームＴＳは、符号化された状態の映像データ、音声データ及び各
種データがそれぞれパケット化された上で多重化されている。
【００５８】
　ディジタルチューナ３２は、このトランスポートストリームＴＳをデマルチプレクサ３
３へ供給する。
【００５９】
　デマルチプレクサ３３は、トランスポートストリームＴＳをパケットの種類ごとに分離
し、映像データパケットＰＶを映像デコーダ部３４へ、音声データパケットＰＡを音声デ
コーダ部３５へ、字幕データパケットＰＴを字幕データ処理部３６へそれぞれ供給する。
【００６０】
　またデマルチプレクサ３３は、データ放送コンテンツパケットＰＣをデータ放送コンテ
ンツ処理部３７へ、ＳＩ　ＥＰＧ（Service Information Electronic Program Guide）パ
ケットＰＧをＳＩ　ＥＰＧデータ抽出部３８へそれぞれ供給する。
【００６１】
　映像デコーダ部３４は、映像データパケットＰＶから映像データを抽出して所定の復号
化処理を施すことによりディジタルの映像信号ＤＶを生成し、これをＶＲＡＭ（Video Ra
ndom Access Memory）３９へ供給する。
【００６２】
　字幕データ処理部３６は、字幕データパケットＰＴから文字コードでなる字幕データを
抽出し、当該字幕データを映像化することによりディジタルの字幕映像信号ＤＶＴを生成
して、これをＶＲＡＭ４０へ供給する。
【００６３】
　データ放送コンテンツ処理部３７は、データ放送コンテンツパケットＰＣからデータ放
送のコンテンツを抽出すると共にこれを映像化することによりディジタルのコンテンツ映
像信号ＤＶＣを生成して、これをＶＲＡＭ４１へ供給する。
【００６４】
　因みに字幕データ処理部３６及びデータ放送コンテンツ処理部３７（以下、これらを付
加情報映像処理部４２と呼ぶ）は、拡張リモートコントローラ１３を介した操作に応じて
、字幕映像信号ＤＶＴ及びコンテンツ映像信号ＤＶＣを生成するようになされている。
【００６５】
　メニュー画面生成部４３は、拡張リモートコントローラ１３における操作ボタンの押下
に応じた操作信号を選局制御部２１から取得すると、ＧＵＩ（Graphical User Interface
）画面を表すメニュー画面映像信号ＤＶＭを生成し、これをＶＲＡＭ４４へ供給する。
【００６６】
　映像信号合成部４５は、ＶＲＡＭ３９、４０、４１及び４４から所定の間隔ごとに映像
信号ＤＶ、字幕映像信号ＤＶＴ、コンテンツ映像信号ＤＶＣ及びメニュー画面映像信号Ｄ
ＶＭをそれぞれ取得し、これらの映像信号を合成して合成映像信号ＤＶＳを生成する。
【００６７】
　因みに映像信号合成部４５は、拡張リモートコントローラ１３を介した操作指示に従い
、いずれの映像信号を合成するかを選択するようになされている。
【００６８】
　続いて映像信号合成部４５は、合成映像信号ＤＶＳをＤ／Ａ（Digital/Analog）変換部
４６へ供給する。Ｄ／Ａ変換部４６は、ディジタルの合成映像信号ＤＶＳをアナログの映
像信号ＳＶＳに変換し、これをエンコーダ部４７へ供給する。
【００６９】
　エンコーダ部４７は、映像信号ＳＶＳをＮＴＳＣ方式に変換することにより映像信号Ｓ
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Ｖを生成し、これをピン端子変換アダプタ１２及び基板１１（図１）を介して映像処理部
７へ供給する。
【００７０】
　また音声デコーダ部３５は、音声データパケットＰＡから音声データを抽出して所定の
復号化処理を施すことによりディジタルの音声信号ＤＡを生成し、これをＤ／Ａ変換部４
８へ供給する。
【００７１】
　Ｄ／Ａ変換部４８は、ディジタルの音声信号ＤＡをアナログの音声信号ＳＡに変換し、
これをピン端子変換アダプタ１２及び基板１１（図１）を介してアンプ９へ供給する。
【００７２】
　このようにチューナパック５は、選局制御部２１から供給されるディジタル物理チャン
ネルＣＤの放送信号を受信してディジタルの映像信号ＤＶ及び音声信号ＤＡをそれぞれ生
成し、さらにアナログの映像信号ＳＶ及び音声信号ＳＡに変換するようになされている。
【００７３】
［１－２－３．番組ガイド信号の生成］
　ＳＩ　ＥＰＧデータ抽出部３８は、ＳＩ　ＥＰＧパケットＰＧからテレビジョン番組に
関する情報を表すＳＩ　ＥＰＧデータを抽出し、当該ＳＩ　ＥＰＧデータを番組ガイドデ
ータ変換部４９へ供給する。
【００７４】
　番組ガイドデータ変換部４９は、ＳＩ　ＥＰＧデータをＧガイド（登録商標）等の方式
に従った番組ガイドデータに変換し、これをＶＢＩ（Vertical Blanking Interval）デー
タ生成部５０へ供給する。
【００７５】
　ＶＢＩデータ生成部５０は、番組ガイドデータをＶＢＩデータに変換し、これをエンコ
ーダ部４７へ供給する。
【００７６】
　このときエンコーダ部４７は、アナログの映像信号ＳＶＳを基に生成したＮＴＳＣ方式
の映像信号ＳＶにおけるＶＢＩの部分にＶＢＩデータを重畳した上で、当該映像信号ＳＶ
を出力するようになされている。
【００７７】
　この結果テレビジョン装置１の番組ガイドデータ取得部１５（図１）は、ＶＢＩデータ
として映像信号ＳＶに重畳されている番組ガイドデータを抽出できると共に、抽出した番
組ガイドデータを基に番組表画面を表示部８に表示できる。
【００７８】
［１－３．同調処理及びミュート処理］
　ところでアナログ方式のチューナパックは、アナログ選局信号Ｃ１が供給された後、非
同調時には「Ｌｏｗ」レベルとし、同調時には「Ｈｉｇｈ」レベルとする同調ＡＣＫ信号
ＳＫを出力するようになされている。
【００７９】
　これに応じてテレビジョン装置１の制御部２は、チューナパックに対してアナログ選局
信号Ｃ１を供給した後、当該チューナパックから供給される同調ＡＣＫ信号ＳＫを監視す
るようになされている。
【００８０】
　制御部２は、アナログ選局信号Ｃ１を供給した後に同調ＡＣＫ信号ＳＫが「Ｈｉｇｈ」
レベルとなれば、チューナパックにおいて放送信号を正しく受信できているものと認識す
る。
【００８１】
　一方制御部２は、所定時間が経過しても同調ＡＣＫ信号ＳＫが「Ｌｏｗ」レベルのまま
であれば、アナログ選局信号Ｃ１が示す周波数が不適切であったと判断し、当該周波数を
僅かに変化させたアナログ選局信号Ｃ１を再度チューナパックへ供給する。
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【００８２】
　これにより制御部２は、受信する周波数を微調整することができ、この結果、ノイズ成
分が最も少なく最適な映像信号や音声信号を得るようになされている。以下、この一連の
処理をアナログ同調処理と呼ぶ。
【００８３】
　しかしながらディジタル方式に対応したチューナパック５では、放送信号の形式がアナ
ログ方式とは異なることから、最適な映像信号や音声信号を得るための同調処理の手法が
アナログ同調処理とは相違する。
【００８４】
　実際上チューナパック５は、選局制御部２１によりディジタル方式に適した所定のディ
ジタル同調処理が行われるようになされている。
【００８５】
　そこで選局制御部２１は、出力端子信号制御部２６により擬似的に同調ＡＣＫ信号ＳＫ
を生成するようになされている。具体的に選局制御部２１は、ディジタルチューナ３２に
おいてディジタル物理チャンネルＣＤの放送信号を正常に受信できた時点で、出力端子信
号制御部２６を介して同調ＡＣＫ信号ＳＫを「Ｌｏｗ」レベルから「Ｈｉｇｈ」レベルに
切り替える。
【００８６】
　これによりテレビジョン装置１の制御部２は、アナログ方式のチューナパックがアナロ
グ選局信号Ｃ１に示されている周波数の放送信号に対し正常に同調しているかのように認
識することができる。
【００８７】
　このように選局制御部２１は、出力端子信号制御部２６を介して同調ＡＣＫ信号ＳＫを
制御することにより、いわゆるエミュレーションを行い、テレビジョン装置１に制御部２
により行われるアナログ同調処理と齟齬を生じないようになされている。
【００８８】
　ところで、深夜の時間帯など放送局から番組が放送されていない場合、或いは放送信号
そのものが送信されていない場合等、一般に、チューナパックが生成する映像信号ＳＶ及
び音声信号ＳＡには適切な信号レベルの映像及び音声が含まれないことが多い。
【００８９】
　このときテレビジョン装置１の制御部２は、映像信号ＳＶをそのまま表示部８へ供給す
ると意味のない映像を表示してしまい、また音声信号ＳＡをアンプ９へ供給すると雑音を
出力してしまう。
【００９０】
　そこでテレビジョン装置１の制御部２は、アナログ選局信号Ｃ１を供給した後、映像信
号ＳＶ及び音声信号ＳＡに適切な信号レベルの映像及び音声が含まれているか否かについ
て監視するようになされている。
【００９１】
　具体的に制御部２は、映像信号ＳＶの信号レベルが所定レベル未満であった場合、当該
映像尊号ＳＶに基づく映像を表示すべきでないと判断し、映像処理部７を介して例えば全
画面が青色や黒色の映像を表示部８に表示させる（すなわち映像をミュートする）。
【００９２】
　これと共に制御部２は、音声信号ＳＡに基づいた音声についても出力すべきでないと判
断し、図示しない音量制御部を介して音声レベルを最小に引き下げる（すなわち音声をミ
ュートする）。
【００９３】
　このように制御部２は、映像信号ＳＶを監視し、番組が放送されていないと判断した場
合には、ミュート処理として、映像及び音声をミュートするようになされている。
【００９４】
［１－４．選局シーケンス］
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　実際上、制御部２及び選局制御部２１は、図４に示すシーケンスチャートに従ってテレ
ビジョン番組の選局処理を行うようになされている。
【００９５】
　すなわち制御部２は、電源が投入されるとテレビジョン装置１側の選局シーケンスＲＴ
１を開始し、ステップＳＰ１へ移る。
【００９６】
　ステップＳＰ１において制御部２は、リモートコントローラ３からの赤外信号を受光部
４により受光させ、当該赤外線信号に基づいた受光信号を生成させて、次のステップＳＰ
２へ移る。
【００９７】
　ステップＳＰ２において制御部２は、受光信号を変換した制御命令が選局命令であった
場合、当該選局命令に応じたアナログ選局信号Ｃ１を生成し、これをチューナパック５へ
供給すると共にステップＳＰ３へ移る。
【００９８】
　一方チューナパック５は、電源が投入されると当該チューナパック５側の選局シーケン
スＲＴ２を開始し、ステップＳＰ１１へ移る。
【００９９】
　ステップＳＰ１１において選局制御部２１は、制御部２からのアナログ選局信号Ｃ１を
選局信号解析部２４により待ち受け、当該アナログ選局信号Ｃ１を取得すると次のステッ
プＳＰ１２へ移る。
【０１００】
　ステップＳＰ１２において選局制御部２１は、選局信号解析部２４及び物理チャンネル
変換部２５により、物理チャンネル変換テーブルＴＣを用いてアナログ選局信号Ｃ１をデ
ィジタル物理チャンネルＣＤに変換させ、次のステップＳＰ１３へ移る。
【０１０１】
　ステップＳＰ１３において選局制御部２１は、ディジタルチューナ部３２によりディジ
タル物理チャンネルＣＤに相当する周波数の放送信号を受信させてトランスポートストリ
ームＴＳを抽出させ、次のステップＳＰ１４へ移る。
【０１０２】
　ステップＳＰ１４において選局制御部２１は、ディジタル物理チャンネルＣＤに相当す
る周波数の放送信号を受信できた場合、出力端子信号制御部２６により同調ＡＣＫ信号Ｓ
Ｋを送信させ、次のステップＳＰ１５へ移る。
【０１０３】
　このときテレビジョン装置１側では、制御部２がステップＳＰ３において同調ＡＣＫ信
号ＳＫを待ち受け、当該同調ＡＣＫ信号ＳＫを受信すると次のステップＳＰ４へ移る。
【０１０４】
　ステップＳＰ１５において選局制御部２１は、デマルチプレクサ部３３によりトランス
ポートストリームＴＳから映像データパケットＰＶ及び音声データパケットＰＡを分離さ
せる。さらに選局制御部２１は、映像デコーダ部３４及び音声デコーダ部３５により、映
像データパケットＰＶ及び音声データパケットＰＡを基にディジタルの映像信号ＤＶ及び
音声信号ＤＡを生成させ、次のステップＳＰ１６へ移る。
【０１０５】
　ステップＳＰ１６において選局制御部２１は、ディジタルの映像信号ＤＶ及び音声信号
ＤＡを基にアナログの映像信号ＳＶ及び音声信号ＳＡをそれぞれ生成させてテレビジョン
装置１側へ出力させる。その後選局制御部２１は、次のステップＳＰ１７へ移って一連の
選局シーケンスＲＴ２を終了する。
【０１０６】
　このときテレビジョン装置１側では、制御部２がステップＳＰ４において映像信号ＳＶ
を監視しており、所定レベル以上の映像信号ＳＶを検出するか、或いはアナログ選局信号
Ｃ１を送出してから所定時間が経過すると、次のステップＳＰ５へ移る。
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【０１０７】
　ステップＳＰ５において制御部２は、映像信号ＳＶの信号レベルが所定レベル以上であ
るか否かを判定する。ここで肯定結果が得られると、このことは選局命令により指定され
た放送チャンネルで番組が放送されており放送信号に基づいた映像を表示でき音声を出力
できることを表している。
【０１０８】
　このとき制御部２は、映像信号ＳＶに基づいた映像をそのまま表示させると共に音声信
号ＳＡに基づいた音声をそのまま出力させ、次のステップＳＰ７へ移って一連の選局シー
ケンスＲＴ１を終了する。
【０１０９】
　一方ステップＳＰ５において否定結果が得られると、このことは選局命令により指定さ
れた放送チャンネルでは現時点で番組が放送されておらず有意な映像や音声が得られない
ことを表しており、このとき制御部２は次のステップＳＰ６へ移る。
【０１１０】
　ステップＳＰ６において制御部２は、映像及び音声をミュートし、次のステップＳＰ７
へ移って一連の選局シーケンスＲＴ１を終了する。
【０１１１】
　因みに制御部２は、ステップＳＰ３において所定時間内に同調ＡＣＫ信号ＳＫを取得で
きなかった場合、アナログ選局信号Ｃ１が示す周波数を僅かに変化させ、正常に受信（同
調）できる周波数を探すようになされている。
【０１１２】
［１－５．動作及び効果］
　以上の構成において、テレビジョン装置１の制御部２は、リモートコントローラ３を介
して選局命令を取得すると、当該選局命令に応じたアナログ選局信号Ｃ１を生成してチュ
ーナパック５へ供給する。
【０１１３】
　チューナパック５の選局信号解析部２４は、選局制御部２１の制御の下で、アナログ選
局信号Ｃ１を解析してアナログ物理チャンネルＣＡに変換する。続いて物理チャンネル変
換部２５は、不揮発性メモリ２３に記憶されている物理チャンネル変換テーブルＴＣを参
照し、アナログ物理チャンネルＣＡをディジタル物理チャンネルＣＤに変換する。
【０１１４】
　続いて選局制御部２１は、ディジタル物理チャンネルＣＤに相当する周波数の放送信号
からトランスポートストリームＴＳを抽出させ、各種パケットを分離させて復号化処理等
を施し、ディジタルの映像信号ＤＶ及び音声信号ＤＡをそれぞれ生成させる。
【０１１５】
　選局制御部２１は、ディジタルの映像信号ＤＶ及び音声信号ＤＡをそれぞれアナログの
映像信号ＳＶ及び音声信号ＳＡに変換し、テレビジョン装置１側へ供給する。
【０１１６】
　これに応じてテレビジョン装置１の制御部２は、映像信号ＳＶに基づいた映像を表示部
８に表示させ、また音声信号ＳＡに基づいた音声をスピーカ１０Ｌ及び１０Ｒから出力さ
せる。
【０１１７】
　従ってテレビジョン装置１の制御部２は、アナログ方式のチューナパックが実装されて
いた場合と同様にアナログ選局信号Ｃ１を供給するだけで、ディジタル方式のテレビジョ
ン放送に基づいた映像及び音声をユーザに視聴させることができる。
【０１１８】
　このときチューナパック５は、物理チャンネル変換部２５において物理チャンネル変換
テーブルＴＣを参照することにより、アナログ選局信号Ｃ１から得られたアナログ物理チ
ャンネルＣＡをディジタル物理チャンネルＣＤに変換することができる（図３（Ａ））。
【０１１９】
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　このためチューナパック５は、ユーザが視聴したい放送局がアナログ周波数により表さ
れたアナログ選局信号Ｃ１を取得したにも拘わらず、当該アナログ周波数が示す放送局が
ディジタル方式で放送する放送信号を受信することができる。
【０１２０】
　この結果テレビジョン装置１は、リモートコントローラ３等を介してユーザにアナログ
物理チャンネルを選択させるだけで、当該ユーザが所望している放送局からのディジタル
方式によるテレビジョン放送の映像及び音声を視聴させることができる。
【０１２１】
　またチューナパック５は、アナログ方式のチューナパックと比較して、同一のアナログ
選局信号Ｃ１を受け付けると共に、同一の信号形式でなる映像信号ＳＶ及び音声信号ＳＡ
を出力する。
【０１２２】
　このためテレビジョン装置１は、制御部２からアナログ方式のチューナパックと完全に
同一の制御処理を行うことができる。またテレビジョン装置１は、アナログ方式のチュー
ナパックが実装されていた場合と同様に、チューナパック５から供給される映像信号ＳＶ
及び音声信号ＳＡをそのまま表示部８及びアンプ９へそれぞれ供給するだけで良い。
【０１２３】
　さらにチューナパック５は、ディジタル方式の放送信号に含まれるＳＩ　ＥＰＧ信号を
基に、番組ガイドデータを生成し、これをＶＢＩデータとして映像信号ＳＶに重畳させて
テレビジョン装置１側へ出力する。
【０１２４】
　このためテレビジョン装置１は、アナログ方式の放送信号に番組ガイドデータが重畳し
ていた場合と同様に、番組ガイドデータ取得部１５により、映像信号ＳＶに重畳されてい
る番組ガイドデータを抽出して、番組表を表示することができる。
【０１２５】
　またチューナパック５は、ディジタル物理チャンネルＣＤの放送信号を正しく受信でき
たか否かに応じて同調ＡＣＫ信号ＳＫを制御する。これによりテレビジョン装置１の制御
部２は、当該同調ＡＣＫ信号ＳＫを基に、アナログ選局信号Ｃ１が示す周波数に正しく同
調できたか否かとして認識させることができる。
【０１２６】
　このため制御部２は、アナログ方式のチューナパックに対する選局シーケンスと同一の
選局シーケンスを行うだけで、ディジタル方式のチューナパック５に選局させることがで
きる。
【０１２７】
　実際上、テレビジョン放送については、今後アナログ方式が廃止され、ディジタル方式
へ完全に移行される予定となっている。このためアナログチューナのみを搭載したテレビ
ジョン装置は、アナログ方式のテレビジョン放送が廃止された後、テレビジョン放送を一
切受信できなくなってしまう。
【０１２８】
　しかしながらこのようなテレビジョン装置であっても、アナログ方式のチューナパック
を本発明によるディジタル方式のチューナパック５と換装することにより、ディジタル方
式のテレビジョン放送を受信することができる。
【０１２９】
　この場合、テレビジョン装置のリモートコントローラやメニュー画面等といったユーザ
インタフェースもそのまま利用することができる。このためテレビジョン装置は、チュー
ナパックを換装したことによりユーザに新たな操作方法等を覚えてもらう必要が無く、使
い慣れた操作体系で操作させることができる。
【０１３０】
　またテレビジョン装置側としては、制御部２が実行する各種制御プログラムの内容や、
チューナパック以外の回路等については、何ら改修や改造を施すことなく、そのまま利用
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することができる。
【０１３１】
　またこの場合、テレビジョン装置については、チューナパック以外の筐体、表示部、回
路基板、スピーカ等の各部品をそのまま利用できるので、これらの部品を無駄に廃棄せず
に済み、また各部品をリサイクルする場合よりも有効に活用することができる。
【０１３２】
　さらにチューナパック５は、ピン変換アダプタ１２を介して基板１１に実装されるため
、テレビジョン装置１の基板１１と異なるピン配置でなる他の基板に対しても、当該他の
基板に合わせたピン変換アダプタ１２を介して実装され得る。
【０１３３】
　一般にアナログ方式のチューナパックは、多くの機種が存在しており、ピン配置に関し
ては必ずしも統一されていないものの、入出力する信号線の種類や数はほとんど同等とな
っている。
【０１３４】
　このためチューナパック５は、アナログ方式のチューナパックごとにピン変換アダプタ
１２を用意することにより、種々のアナログ方式のチューナパックが実装されていたテレ
ビジョン装置でも実装され得る。
【０１３５】
　さらにテレビジョン装置１は、ディジタル方式に対応したチューナパック５を筐体内に
内蔵できるため、別途ディジタル放送に対応したＳＴＢ等を用いる場合と比較して、別途
設置場所を確保する必要もない。
【０１３６】
　以上の構成によれば、テレビジョン装置１のチューナパック５は、テレビジョン装置１
の制御部２から供給されるアナログ選局信号Ｃ１をアナログ物理チャンネルＣＡに変換し
、さらに物理チャンネル変換テーブルＴＣを参照してディジタル物理チャンネルＣＤに変
換する。続いてチューナパック５は、ディジタル物理チャンネルＣＤに相当する周波数の
放送信号を基にディジタルの映像信号ＤＶ及び音声信号ＤＡをそれぞれ生成し、さらにア
ナログの映像信号ＳＶ及び音声信号ＳＡに変換して、テレビジョン装置１側へ供給する。
これによりテレビジョン装置１の制御部２は、アナログのチューナパックが実装されてい
た場合と同様に、映像信号ＳＶに基づいた映像及び音声信号ＳＡに基づいた音声をユーザ
に視聴させることができる。
【０１３７】
＜２．他の実施の形態＞
　なお上述した実施の形態においては、制御部２から出力するアナログ選局信号Ｃ１がア
ナログ周波数を示すようにした場合について述べた。
【０１３８】
　本発明はこれに限らず、アナログ選局信号Ｃ１が例えばアナログ物理チャンネルＣＡを
表す等、他の種々の情報を表すようにしても良い。この場合チューナパック５は、選局信
号解析部２４を省略することができ、物理チャンネル変換部２５によりアナログ選局信号
Ｃ１からディジタル物理チャンネルＣＤに直接変換させれば良い。
【０１３９】
　この場合の情報としては、アナログ選局信号Ｃ１が、アナログ方式又はディジタル方式
のチューナパックに対し、最終的にアナログ方式のテレビジョン放送における受信すべき
周波数を特定させ得るようなものであれば良い。
【０１４０】
　また上述した実施の形態においては、アナログ物理チャンネルＣＡに対しディジタル物
理チャンネルＣＤを対応付けて物理チャンネル変換テーブルＴＣに格納する場合について
述べた。
【０１４１】
　本発明はこれに限らず、アナログ物理チャンネルＣＡに対し、例えばディジタル方式の
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テレビジョン放送が送信される周波数を対応付けて物理チャンネル変換テーブルＴＣに格
納するようにしても良い。要は、チューナパック５の選局制御部２１により、いずれの周
波数で放送されている放送信号を受信すべきであるか認識し得るような情報であれば良い
。
【０１４２】
　さらに上述した実施の形態においては、選局信号解析部２４によりアナログ選局信号Ｃ
１をアナログ物理チャンネルＣＡに変換し、物理チャンネル変換部２５によりアナログ物
理チャンネルＣＡからディジタル物理チャンネルＣＤに変換させる場合について述べた。
【０１４３】
　本発明はこれに限らず、例えば物理チャンネル変換テーブルＴＣにアナログ選局信号Ｃ
１とディジタル物理チャンネルＣＤとを対応付けて格納し、物理チャンネル変換部２５に
よりアナログ選局信号Ｃ１からディジタル物理チャンネルＣＤに直接変換させても良い。
【０１４４】
　さらに上述した実施の形態においては、チューナパック５が制御部２からアナログ選局
信号Ｃ１のみを取得する場合について述べた。
【０１４５】
　本発明はこれに限らず、チューナパック５がテレビジョン装置１側から種々の信号を取
得するようにしても良い。例えば、アナログ物理チャンネルＣＡの属する周波数帯（バン
ド）がＶＨＦ－Ｌｏｗ、ＶＨＦ－Ｈｉｇｈ又はＵＨＦのいずれであるかを示すバンド信号
を、チューナパック５が制御部２から取得するようにしても良い。
【０１４６】
　この場合チューナパック５は、選局信号解析部２４によりバンド信号とアナログ選局信
号Ｃ１との組み合わせを基にアナログ物理チャンネルＣＡに変換すれば良い。また物理チ
ャンネル変換部２５によりアナログ選局信号Ｃ１からディジタル物理チャンネルＣＤに直
接変換させる場合には、当該ディジタル物理チャンネルＣＤに対し、当該アナログ選局信
号Ｃ１とバンド信号との組み合わせを対応付けておけば良い。
【０１４７】
　さらに上述した実施の形態においては、チューナパック５の出力端子信号制御部２６に
より、ディジタル物理チャンネルＣＤにおける受信結果に応じて同調ＡＣＫ信号ＳＫを制
御するようにした場合について述べた。
【０１４８】
　本発明はこれに限らず、チューナパック５が、エミュレーション等により、テレビジョ
ン装置１の各回路がアナログ方式のチューナパックから本来取得すべき種々の通知信号に
相当する疑似通知信号を生成し、当該各回路へ供給するようにしても良い。テレビジョン
装置１が特に当該通知信号を取得しない場合には、チューナパック５において当該疑似通
知信号を生成しないようにすれば良い。
【０１４９】
　さらに上述した実施の形態においては、物理チャンネル変換テーブルＴＣに表示チャン
ネルも格納するようにした場合について述べた。
【０１５０】
　本発明はこれに限らず、当該物理チャンネル変換テーブルＴＣに対し、表示チャンネル
を格納しないようにしても良く、或いは例えば画質調整における設定値等、チャンネルご
とに種々の情報を対応付けて格納するようにしても良い。
【０１５１】
　さらに上述した実施の形態においては、ＳＩ　ＥＰＧデータ抽出部３８等により、ＳＩ
　ＥＰＧパケットＰＧから番組ガイドデータに変換し、当該番組ガイドデータをＶＢＩデ
ータに変換して映像信号ＳＶに重畳させるようにした場合について述べた。
【０１５２】
　本発明はこれに限らず、例えばテレビジョン装置１が番組表の表示機能を有しておらず
番組ガイドデータ取得部１５が設けられていない場合に、チューナパック５からＳＩ　Ｅ
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ＰＧデータ抽出部３８等を省略しても良い。またチューナパック５は、テレビジョン装置
１のユーザがディジタル放送における字幕表示機能やデータ放送機能を利用しない場合等
に、字幕データ処理部３６やデータ放送コンテンツ処理部３７等を省略しても良い。この
場合、拡張リモートコントローラ１３及び拡張受光部１４を省略しても良い。
【０１５３】
　さらに上述した実施の形態においては、初期設定処理においてユーザに拡張リモートコ
ントローラ１３を操作させ、各放送局のアナログ物理チャンネルＣＡに対し当該放送局の
ディジタル物理チャンネルＣＤを対応付けて登録させる場合について述べた。
【０１５４】
　本発明はこれに限らず、例えばチューナパック５の製造時に、予め作成した物理チャン
ネル変換テーブルＴＣを不揮発性メモリ２３に記憶させるようにしても良い。この場合、
拡張リモートコントローラ１３及び拡張受光部１４を省略しても良い。
【０１５５】
　さらに上述した実施の形態においては、ピン端子変換アダプタ１２を介してチューナパ
ック５をテレビジョン装置１の基板１１に実装する場合について述べた。
【０１５６】
　本発明はこれに限らず、例えばチューナパック５のピン配列等をテレビジョン装置１の
基板１１に特化して設計した場合等に、ピン端子変換アダプタ１２を省略し当該チューナ
パック５を基板１１に直接実装しても良い。
【０１５７】
　さらに上述した実施の形態においては、テレビジョン放送を受信してユーザに視聴させ
るテレビジョン装置１における、アナログ方式のチューナパックをディジタル方式のチュ
ーナパック５に換装する場合について述べた。
【０１５８】
　本発明はこれに限らず、アナログ方式のチューナパックを搭載しアナログ方式のテレビ
ジョン放送を受信し得る種々の情報処理装置において、当該アナログ方式のチューナパッ
クをディジタル方式のチューナパック５に換装するようにしても良い。
【０１５９】
　例えば、アナログ方式のテレビジョン放送による放送番組を録画し再生する録画再生装
置において、アナログ方式のチューナパックをディジタル方式のチューナパック５に換装
するようにしても良い。
【０１６０】
　多くの録画再生装置では、番組ガイド情報を基に生成される番組表を用いて、録画すべ
き放送番組をユーザに指定するようになされている。この点においてチューナパック５は
、ＳＩ　ＥＰＧデータ抽出部３８等によりＳＩ　ＥＰＧパケットＰＧから番組ガイドデー
タに変換し映像信号ＳＶに重畳させるため、操作体系を変えることなく番組表を用いてユ
ーザに放送番組を指定させることができる。
【０１６１】
　さらに上述した実施の形態においては、エンコーダ部４７によりＮＴＳＣ方式の放送信
号ＳＶに変換する場合について述べた。本発明はこれに限らず、例えばＰＡＬ方式やＳＥ
ＣＡＭ方式等の他の方式の映像信号ＳＶに変換しても良い。要は、テレビジョン装置１側
へ供給する映像信号ＳＶが、映像処理部７や表示部８等に対応した方式であれば良い。
【０１６２】
　さらに上述した実施の形態においては、本来アナログ方式でなる地上波のテレビジョン
放送を受信するテレビジョン装置１に対し、ディジタル方式でなる地上波のテレビジョン
放送を受信するチューナパック５を実装する場合について述べた。
【０１６３】
　本発明はこれに限らず、例えばアナログ方式のＢＳ（Broadcast Satellite）テレビジ
ョン放送を受信するテレビジョン装置に対し、ディジタル方式でなるＢＳテレビジョン放
送を受信するチューナパック５を実装するようにしても良い。この場合、不揮発性メモリ
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３（Ｂ）に示すＢＳテレビジョン放送用の物理チャンネル変換テーブルが記憶されていれ
ば良い。またディジタルチューナ部３２は、ディジタル方式のＢＳテレビジョン放送に対
応したものであれば良い。ＣＳ（Communication Satellite）テレビジョン放送やケーブ
ルテレビ放送についても同様である。
【０１６４】
　さらに上述した実施の形態においては、操作受付部としてのリモートコントローラ３及
び受光部４と、特定信号生成部としての制御部２と、特定信号取得部としての選局信号解
析部２４と、記憶部としての不揮発性メモリ２３と、特定信号変換部としての物理チャン
ネル変換部２５と、放送受信部としてのディジタルチューナ部３２と、映像変換部として
の映像デコーダ部３４、Ｄ／Ａ変換部４５及びエンコーダ部４６と、音声変換部としての
音声デコーダ部３５及びＤ／Ａ変換部４７と、アナログ映像取得部としての映像処理部７
と、アナログ音声取得部としてのアンプ９とによって情報処理装置としてのテレビジョン
装置１を構成する場合について述べた。
【０１６５】
　しかしながら本発明はこれに限らず、その他種々の構成でなる操作受付部と、特定信号
生成部と、特定信号取得部と、記憶部と、特定信号変換部と、放送受信部と、映像変換部
と、音声変換部と、アナログ映像取得部と、アナログ音声取得部とによって情報処理装置
を構成するようにしても良い。
【０１６６】
　さらに上述した実施の形態においては、特定信号取得部としての選局信号解析部２４と
、記憶部としての不揮発性メモリ２３と、特定信号変換部としての物理チャンネル変換部
２５と、放送受信部としてのディジタルチューナ部３２と、映像変換部としての映像デコ
ーダ部３４、Ｄ／Ａ変換部４５及びエンコーダ部４６と、音声変換部としての音声デコー
ダ部３５及びＤ／Ａ変換部４７とによってテレビジョンチューナとしてのチューナパック
５を構成する場合について述べた。
【０１６７】
　しかしながら本発明はこれに限らず、その他種々の構成でなる操作受付部と、特定信号
生成部と、特定信号取得部と、記憶部と、特定信号変換部と、放送受信部と、映像変換部
と、音声変換部とによってテレビジョンチューナを構成するようにしても良い。
【産業上の利用可能性】
【０１６８】
　本発明は、アナログ方式のテレビジョン放送に対応したチューナパックが実装された種
々のテレビジョン受信装置でも利用できる。
【符号の説明】
【０１６９】
　１……テレビジョン装置、２……制御部、３……リモートコントローラ、４……受光部
、５……チューナパック、７……映像処理部、８……表示部、９……アンプ、１０Ｌ、１
０Ｒ……スピーカ、１１……基板、１２……ピン端子変換アダプタ、１３……拡張リモー
トコントローラ、１４……拡張受光部、２１……選局制御部、２３……不揮発性メモリ、
２４……選局信号解析部、２５……物理チャンネル変換部、３２……ディジタルチューナ
部、３４……映像デコーダ部、３５……音声デコーダ部、３６……字幕データ処理部、３
７……データ放送コンテンツ処理部、３８……ＳＩ　ＥＰＧデータ抽出部、４２……付加
情報映像処理部、４３……メニュー画面生成部、４６、４８……Ｄ／Ａ変換部、４７……
エンコーダ部、４９……番組ガイドデータ変換部、Ｃ１……アナログ選局信号、ＣＡ……
アナログ物理チャンネル、ＣＤ……ディジタル物理チャンネル、ＴＣ……物理チャンネル
変換テーブル、ＳＶ……映像信号、ＳＡ……音声信号、ＳＫ……同調ＡＣＫ信号。
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